
 

 

 

 

回覧 

第１５号 
新型コロナウイルス感染症の影響により、長らく事業の中止が続いておりましたが、 

内容を工夫しながら少しずつ再開できるようになってまいりました。 

本号では、実施できた活動の一部をご紹介します。 

今後とも当会議へのご理解・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

第３２回茂原市少年の主張大会 

標語コンクール表彰式 

タッチバレーボール講習会 



 

「未来」をテーマに市内小中学生から標語を募集したところ、１，８１１点にのぼる応募がありま

した。 

厳選なる審査の結果、次の方々が入賞され、１０月に表彰式を行いました。 

たくさんのご応募ありがとうございました。 

※本号に掲載している学年は、すべて受賞時点です。 

   

  

 

 

 

 

小

学

生

の

部 

 学校名 学年 氏名（敬称略） 標     語 

最優秀賞 東部小学校 4 近藤 湊 この努力 未来の自分に 続いてる 

優秀賞 東郷小学校 6 緑川 一花 行動で 自分の未来を 創りだす 

優秀賞 五郷小学校 4 秋葉 一槻 もばらしの 未来をつくる ぼくわたし 

入選 豊田小学校 6 石井 陽翔 すこやかに だれもが笑う 未来の茂原  

入選 茂原小学校 3 和泉 綾花 かなえたい 心にあるゆめ 一歩ずつ 

入選 西小学校 5 丸 綾斗 ぼくたちが 未来をかえる かぎなんだ 

入選 鶴枝小学校 4 古美山 凛咲 輝こう 未来の主役は わたしたち 

入選 萩原小学校 4 夏地 紗希 えがきたい えがおあふれる 世界地図 

入選 中の島小学校 5 下川 遙仁 学ぶこと 未来を変える 第一歩 

入選 本納小学校 6 髙山 宗一郎 顔あげて 明るい未来は キミ次第 

入選 新治小学校 6 飯髙 慎一朗 きりひらけ 明るい未来の その道を 

入選 豊岡小学校 3 緑川 茉衣 ゆめをもち きぼうのせかい みちびこう 

入選 二宮小学校 3 間口 愛海 あいさつで あふれる町は あたたかい 

     

中

学

生

の

部 

 学校名 学年 氏名（敬称略） 標     語 

最優秀賞 東中学校 2 髙浪 ジェニリン ラレイナ 未来の「芽」 守り育てる 地域の「目」 

優秀賞 南中学校 2 峯嶋 梨音 未来とは あるものでなく 創るもの 

優秀賞 早野中学校 2 関口 ひなの 考えよう 私の未来 地球の未来 

入選 冨士見中学校 2 遠藤 彩 その努力 未来につながる 第一歩 

入選 茂原中学校 3 坂内 煌基 明日のため 今できる事を 全力で 

入選 本納中学校 2 加藤 晴音 常識に とらわれないで つきすすめ 

 

第１１回青少年健全育成標語コンクール 

６
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第３２回茂原市少年の主張大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校名 学年 氏名（敬称略） 題名 

最優秀賞 本納中学校 ３年 山本 郁 一つ一つの自分 

優秀賞 東中学校 ３年 松島 杏珠 一匹でも多くのペットに幸せを 

優秀賞 東中学校 ３年 原田 心結 「後悔」のない毎日を生きよう 

 

 

 

中学生実行委員の皆さん 

10
月 

 

発表者へのインタビュー 

今年度は１１名の中学生が出場し、思い思いの考えや日頃感じていることを堂々と発表しま

した。厳選なる審査の結果、下表の方々が最優秀賞および優秀賞に輝きました。 

また、本大会から企画および運営に市内中学生２４名が参画し、会場準備や受付、出場者の

誘導に至るまで、中学生が主体となった今までにない大会を開催することができました。 

大会後に実施した反省会では、中学生実行委員の皆さんから「参加して良かった」との感想

をいただきました。来年度も中学生から実行委員を募集する予定です。学校を通じてお知ら

せしますので、興味のある方は、ぜひご応募ください。 

発表の様子       
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茂原市子ども会育成連合会 会長 岡澤 恵美子 

本会は 1960 年に地域の子どもは地域で守り育てて行くことを目的に結成されま

した。そして学校や家庭以外の地域の中で、年齢の違う子ども達との遊びや様々な体

験を行うことで、社会生活上のルールを学びコミュニケーション術を身につけながら

成長し、たくさんの楽しい思い出を作り、自分の住んでいる茂原を好きになってもら

いたいとの思いで活動を続けています。 

主な事業として、安全教育の普及や交流 

会、また１泊２日のキャンプ研修を開催し 

ジュニアリーダーの養成を実施しています。 

今後も子ども会同志のつながりを大切にしながら、不安や悩 

みを共有し共に支え合い助け合える組織作りをし、子ども会の 

明るい未来につながるように努力してまいります。 

青少年育成茂原市民会議構成団体のご紹介 

西小学校区青少年育成茂原市民会議 会長 白井 浩 

現在も新型コロナウイルス感染症の影響により、行事の中止または開催方法を変更して実施する状況と

なっています。その中でも、花があるきれいな環境で 

子どもたちが笑顔で生活できるように、花づくり活動 

をサポートしています。西小学校では、栽培委員会の 

子どもたちと職員が力を合わせて、学校花壇の花を大 

切に育てており、学校を明るく彩っています。その成 

果として、今年度第７１回花いっぱいコンクールにお 

いて、「優秀賞」を受賞することができました。 

また、「西部地区ふれあい交流会」が今年度も対面での開催をすることができませんでした。そこで、３・

４年生を中心に、地域の方々へ今学校で頑張っていることや励ましの気持ちを手紙に書いて地域の方に届

ける活動をしました。手紙にはチューリップの球根を添えました。 

西小学校区が花と笑顔でいっぱいになるようにと切に願っています。 

  

次 号 

民生委員児童委員協議会および五郷小学校区 

青少年育成茂原市民会議をご紹介します。 

 

 


